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✓ 背景と目的

✓ 主な活動

✓ 今後の取り組み
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企業紹介
～豊かな社会づくりを

う～んと下から支える仕事～

所在地 ：京都市中京区
設立 ：1969年5月23日
資本金 ：3,550万円
売上高 ：88億円
従業員数：127名

事業 ：電気・管・空調工事の
施工管理（サブコン）
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背景と目的
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取り巻く環境

気候変動適応情報プラットフォーム（A-PLAT）

気象庁 | 日本の年平均気温 (jma.go.jp)

日本の年平均気
温は100年あたり
1.35℃の割合で
上昇している

4.4℃↑

1.5℃↑

2050年に排出量ゼロ

成り行き

9月17日のNHK Webニュースより

https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/an_jpn.html
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下請け（中小）企業も目標設定しCO2排出量削減を進めている

トヨタ車体 ：2030年までに製造プロセス全体で半減
大倉製作所 ： 〃 30%削減
京浜精機 ： 〃 40%削減
和光技研工業 ：2040年までに 〃 70%削減

業界では、CO2排出量削減計画が開示する動きが活発化している

●大手サブコン
TCFD提言（※）に基づく開示では、Scope1、２、3すべての排出
量は算定し、削減目標も提示している。

（例）住友電工

製造メーカーから取引先へのCO2排出量削減要求が加速している

●製造メーカー（例：電気・電子、自動車）
トヨタ自動車 ：2050年までにライフサイクルでゼロ
日産自動車 ：販売全体で削減
パナソニック ：Scope3の使用時排出量を重点削減
サムスン電子 ：2040年までにScope3を50%削減

同業・顧客の動き

Scope1、2 Scope3

弊社顧客もCO2排出量削減を積極的に進めており、活動状況のヒアリングを受けている状況
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経営者の思い

社会の発展 個人の成長会社

実現しなければどうなるか
会社は何をしないといけないか
自分は何をしないといけないのか

・・・考え、行動する人を増やしたい

我々は、

全従業員が環境課題に関心を持ち、
お互いが助けっあって目標を達成する。

その取り組みから企業価値を生み出し
社会やお客様から選ばれる企業になる。

ことを目指したい。
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体制と主な役割
事業支援グループ

企画設計部

品質・環境管理部

営業部

本社工事部

付加価値開発室

営業所

社長

事務局

ルール・制度作り、全社活動の推進

CO2排出量管理

環境活動の商材化

省エネ・再エネ設備の採用と設計

環境活動の評価システム構築（内外向け）

省エネ・再エネ施工の実施

省エネ・再エネ設備の採用と設計、施工

設備導入支援
計画管理

・CP設定
・環境配慮車切り替え
・移動手段、稼働時間
・活動発信

・負荷データ収集
・e-Carbon入力
・報告
・非化石証書購入
・イニシアチブ、団体加入管理

・自社活動の顧客への紹介、情報取集

・CFT算定、商材開発

・CFP算定

・CPF算定

・活動の見える化

ここからスタート

【気候変動対策・準備室】
‣今期は準備室で活動し実績を見た

 上で、全社CFT活動へ発展させる。
‣専務を推進責任者として、主要
   部長とメンバーの合計6人で構成

・不要時消灯
・出退勤時間管理（空調機オフ）
・高効率設備への切り替え
・移動手段切り替え など
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主な活動
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活動のステップ（2023年12月～）

Step1

・現状把握

・省エネ診断

Step2

・活動や効果の見える化

・Scope1、2の削減計画

・Scope3の詳細分析

Step3

・脱炭素活動の事業化

・投資判断基準

・社内ルール整備

これから実施

「サプライチェーン脱炭素化支援事業」
京都府ホームページ

https://www.pref.kyoto.jp/tikyu/news/sply2023.html
https://www.pref.kyoto.jp/tikyu/news/sply2023.html
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CO2排出量（全量把握）

分類 定義
GHG排出量
（t-CO2）

Scope1 燃料 105

Scope2 電力 82

Scope3 サプライチェーン 26,023

合計 26,210

自社のCO2排出量の99%がScope3

以下の2つがほとんどを占める。
・製品・サービス（カテゴリー1）
・購入した製品の使用（カテゴリー11）

Scope3・カテゴリー別のCO2排出量

99%以上

工事

稼働

稼働

社有車の燃料
現場で使う発電機の燃料

資材の移動

購入電力

電車の電気
社有車の燃料

電車の電気
通勤車の燃料

電気設備
ケーブル
など

本社・営業所の
投資分

営業所の
賃借料

設置した機器の
生涯排出量

設置した機器の廃棄

現場・事業所で
発生するごみの処分

適用外 適用外

適用外

適用外適用外

カテゴリー11

Scope3

Scope1、2

アークエル・テクノロジーズ様にご支援いただき、総CO2排出量を算定

社有車による現場
への移動を想定
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省エネ診断

ACクランプメータによる電力測定
（2週間）

エアコンの診断
（製造時期）

・10年以上経過しているエアコンの交換
⇒補助金活用対象外、投資経済性NG

実施せず

・ベース電力の削減
⇒未実施

・契約電力の見直し
⇒27%削減達成

京都府の中小企業支援事業で実施
（2023年12月～2024年3月）
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再エネ導入

期待
耐荷重の小さい屋根上
積雪荷重の大きい地域
意匠性の高い建物

⇒脱炭素しながら商材開発

太陽光パネル容量 ：4.8kW
自家消費率 ：99%
再エネ比率 ：41%
CO2排出削減量 ：1.6t-CO2
発電余剰売電契約：16円/kWh
稼働 ：2024年8月

岡山営業所

・他営業所への展開による再エネ比率アップ
・効果の見える化による意識向上
・取り組みの事業化（商品、サービスなど）

PV積載量分析（アークエル・テクノロジーズ様）

超薄型軽量
太陽光パネル
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太陽光発電の自家消費（岡山営業所）
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気温→

項目 結果

消費電力 74.87kWh

発電自家消費 20.02kWh

買電 54.91kWh

売電 0.13kWh

項目 結果

自家消費率 99%

再エネ比率 27%

8/27 8/28
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太陽光発電の自家消費（本社）

・太陽光発電は、FIT満了に伴い
発電自家消費、余剰売電に移行
・事務室の照明をLED化
・昼休みに消灯

①発電自家消費 ：▲11.8万円/年
：▲1,993kg/年

②余剰売電 ：▲  0.4万円/年
③消灯による省エネ：▲  1.7万円/年

：▲295kg/年

再エネ比率 ：約11%
（従量電灯のみ）

効果
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昼休み消灯による
電力削減
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非化石証書購入調査
・手間なく安価に再エネ価値を調達できる。
・価格変動のリスクが小さい。

弊社の場合は、約10万円/年で電力全部に
非化石証書を充てることができる。

京都府の共同購入の利用検討

見積例（2023年12月）

京都府ホームページ (pref.kyoto.jp)

https://www.pref.kyoto.jp/energy/news/press/2022/04/hikaseki.html
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目標と今後の取り組み
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数値目標と活動宣言
Scope1、２に対して以下を目標とする。
●電力・燃料使用量は売上・件数変動を反映した上で
現状レベルを維持

2030年
★CO2削減50%（電力・化石燃料が対象）
●発電自家消費10%
●EV導入（10%以上）
●電力100%を再エネ証書化（以降継続）

2050年
★CO2削減100%（電力・化石燃料が対象）
●発電自家消費40%
●EV・FCV化100%

Scope3については、社会動向やユーザー要求を考慮
した上で削減目標を設定するが、当面は以下の定性的
な活動を行う。

2030年
●カテゴリーごとの適切なGHG排出量算定と集計
●サプライチェーンとのGHG排出量削減の協業

その他の活動として、以下の団体への参加、宣言を検
討する。

★RE Action（電力100%再エネ化）
●デコ活宣言（企業・個人の活動、応援）
●ECO・FIRST認証取得へのチャレンジ
●CDP質問書への自主回答によるランク付け公表
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CO2排出

環境配慮車

▲
電力100%再エネ

▲
CO2排出量ゼロ

基準年 100%

50%

65%

日常生活や経済活動において避けることができないCO2等の温室効果ガス
の排出について、まずできるだけ排出量が減るよう削減努力を行い、どうして
も排出される温室効果ガスについて、排出量に見合った温室効果ガスの削
減活動に投資すること等により、排出される温室効果ガスを埋め合わせるとい
う考え方
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自社再エネ比率アップ
・太陽光発電システムの導入

・蓄電池による24時間自己託送

・新たな再エネ

太陽光発電所（～50kW）
※蓄電池を設置し、夜間に放電する 本社

工場・営業所

自社グループ

送配電網NW
（低圧）
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脱炭素を事業へ
・施工カーボンフットプリント
・インターナルカーボンプライシング制度
・デカボスコア制度

労務・移動

• 職人、現場監督

• 現場事務運営（主に電気）

機器・材料

• 分電盤、照明、コンセント、

• ケーブル、樹脂ケース、端子、消耗品

加工・運搬

• 運搬トラック（燃料）、

• 廃材（金属、樹脂、木材）

・科目ごとの排出原単位（※）でCO2排出量を計算
・工事当たりの排出量を計算（見積、実績）

『施工カーボンフットプリント』

※環境省・排出原単位データベース (env.go.jp)

『インターナルカーボンプライシング制度』

（例）社有車のCO2排出量削減を価値（金額）に
置き換え脱炭素を促進する
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https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/estimate_05.html
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活動計画
9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月～

準備室

活動線表

▼活動開始

▼メンバー選出

★57期分の
非化石証書購入

ターゲット工事のScope3分析

←★団体加盟・宣言

★本委員会
設立・活動開始

▼社内活動報告▼活動報告

★岡山営業所・PV発電開始
★他営業所・PV設置工事開始

HEV・EV切り替え準備

岡山営業所のPV：4.8kW
（超軽量太陽光パネル）

既設工事を題材に、
Step1. 対象工事のCO2排出量を算出（売上金額ベース）
Step2. 設備、施工ごとに排出量換算して高精度化（モノ、コトベース）
Step3. 省エネになる設備、施工の導入案を検討⇒顧客提案スキルアップ
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活動を通して
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悩んだこと、困ったこと
・顧客の要求レベルの把握

中小企業に対していつ、どこまでを要求してくるのか

・省エネの限界
照明のLED化、高効率空調への切り替えが終わっている
さらなる省エネの手段はあるのか（大学との共同研究中）

・実再エネ比率アップ
自社建物への太陽光設置は限界がある
非化石証書の購入量をどうやって減らすか

・現状把握からの最適化、精緻化
Scope3の排出原単位による排出量計算の妥当性
（活動量→取引金額×係数 これをどうやって減らすか？）

・全社一丸となった活動
脱炭素経営を企業価値へと変えていく
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最後に ～活動からの気付き～
・脱炭素活動は経営そのもの、トップの強い意志で始める

（前述の通り）
（先んずれば人を制す ≒ 脱炭素経営を有利に進める）

・活動や効果が見えれば、関心が広がり仲間が増える

岡山（営）の再エネ比率
30%達成 うちの会社も再エネ導入進めてるんや

ZEB案件の注文を取りやすくなる

経済的にも助かる

ZEBプランナー
登録 今度、新棟建てるA社に

提案してみよう

展示会で活動紹介 会社インスタ、Xで発信しよう

顧客と脱炭素に関する話が出来る人財を増やしたい
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